
大
豆
四
年

mn--f-白
m-一
円
園
田
mm
納
昌
司
《
毎
月
-
開

-
H
a
H】

麓

開

取保正

馬主佳

瑠

陪

聞

論

剛

山
饗
革
期
の
枇
曾
政
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
費
千
博
士
石
川

什
一
『
購
買
力
補
給
案
』
の
諸
問
題
・
・
経
済
率
上
谷
口

川
出
粛
藤
内
閣
内
川
財
政
政
覧
，
.

p

'

制

尚

早

翌

日

ψ

見

~

研

究

月
線
龍
経
済
三
個
別
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
同
学
士
大
塚
一
期

4

H

f

シ
バ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
経
済
宰
土
熊
本
吉
郎

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
大
山
敷
太
郎

競

売

勤
労
所
得
分
配
の
貰
讃
的
研
究
・
・
-
法
宰
土
毛
里
英
於
蒐

財
政
の
一
吐
曾
率
的
根
本
類
型
・
・
・
・
短
時
空
母
士
大
谷
政
敬

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

才子電車世 日

弘

司

酬

嘩

車

満
洲
園
の
財
政
及
財
政
策
・
・
・
・
・
法
皐
一
博
士
紳
戸

経
済
に
於
け
る
勢
力
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
交
宰
博
士
高
田

二二古興

Eis彦二



ゼ
ヴ
ェ

l
リ

ン
グ
の
統
一

貸
借
封
照
表
に
つ

(
上
)

い
て

言員

ヱド

耳B

で，f-
仁l

目

ι、
序

二

、

ぜ

r
L
l
p
y
グ
設
の
綿
介
(
以
上
木
競
掲
載
)

攻
ι

一一一、
v
?ミ
ッ
ト
及
び
ワ
ル
プ
の
批
剣

戸
田
、
ぜ
グ
エ

1
リ

y
グ
設
の
難
財
豆
、
耕
三
日

圃剛

両目

周
知
の
如
く
、
貸
借
封
照
表
の
本
質
観
に
就
い
て
は
、
シ
ュ
マ

1
レ
ン
ず

ゾ

、

ノ

J

一
一
恨
の
動
態
観
が
擾
頭
し
、
所
謂

静
態
観
と
共
に
二
大
潮
流
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
が
、
他
方
ま
だ
、
そ
れ
ら
や
}
綜
合
、
統
一
ぜ
ん
と
す
る
試
が
現
は

れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
有
機
観
、
ゼ
グ
ェ

l
y
ン
グ
の
統
一
貸
借
掛
照
表
の
試
は
甚
だ
有
名
で
あ
る
。

本
稿
に
於
て
は
、

ゼ
グ
ェ

1
y
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
論
を
中
心
と
し
て
そ
れ
は
如
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
、

果
し
て
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
.
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
見
七
い
と
思
ふ
。

勿
論
こ
の
問
題
に
閲
す
る
彼
の
主
著
含
)
』
巾
=
=
一
回
巾
一
円
谷
一

-2N》
は
、
既
に
一
九
二
五
年
に
苅
行
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
僅
か
に
八

C
鈴
頁
の
小
刷
子
に
過
ぎ
や
、
而
も
、
未
だ
、
試
の
途
上
に
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
併
し

乍
ら
、
彼
の
統
一
貸
借
封
照
表
論
は
、
貸
借
調
照
表
の
本
質
観
に
於
て
、
か
な
り
電
要
な
る
意
義
を
認
め
ら
れ
て

ぜ
ず
品

I
F
Y
グ
白
一
統
一
貸
借
封
照
表
に
ヲ
い
て

第
三
十
五
巻

第

披

二
五
五

一O
七

持
? 

可ド

一chmidt，F.. Die 01'胃anjsdleTag:eswer似laI);~J 1929・
5ewering， K.， Die Einheitshilanz. 1925. 
この統一貸借封照表なる語は一般の課語に従ふ。

2) 



ぜ
ず
エ

I
P
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
ヲ
い
て

第
三
十
五
巻

二
五
六

第
二
披

O 
i¥. 

居
り
、
従
っ
て
そ
れ
の
内
容
を
明
か
に
し
て
、
そ
の
可
否
を
闇
明
な
ら
し
め
て
置
く
こ
と
は
、
貸
借
封
照
表
の
研

究
上
必
要
で
あ
り
、
ま
に
、
我
国
に
於
て
は
僅
か
に
二
三
の
簡
単
な
る
紹
介
，
か
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
敢
て
、
彼

の
所
設
を
中
心
と
し
て
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一一
ゼ
ザ
ェ

l
リ
ン
グ
説
の
紹
介

.~~ 

静
態
観
と
動
態
観

し
三
ミ
ッ
ト
の
語
を
か
れ
ば
、
貸
借
暫
照
表
の
任
務
は
、
別
企
業
の
財
産
ぞ
確
定
す

。〉

め
準
時
9

・2川
引
間
同
月
J

戊盟

tr臨
t
f〈
R
C
S
巴
乃
戸
h
v

、

L
i
f
-
-
(
1
1
t
'
j
h
{
4
 
山
ぞ
れ
ら
.
羽
者
を
共
に
期
比
げ
す
〈
き
も
の
で
あ

る
力、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

貸
借
封
照
表
の
目
的
観
、

或
は
本
質
観
が
相
違
す
る
も

の
三
者
に
大
館
分
ち
特
ら
れ
、

の
と
す
る
。

卸
ち

斯
か
る
貼
か
ら
、

所
謂
静
態
観
、

動
態
観
、

有
機
観
或
は
統
一
観
が
空
宇
る
の
で
あ
る
が
、

併
し
乍
ら
、

そ
れ
等
本
質
観
の
相
達
、

特
に
そ
れ
ら
各
1
の
も
つ
特
質
に
つ
い
て
は
、

各
回
申
者
に
よ
っ
て
意
見
含

異
に
し
、

内
容
を
相
違
す
る
。

従
っ
て
、

1
9
ン
グ
が
そ
れ
を
如
何
に
見
る
か
に
つ
い
て
、

先
づ
明
か
に

ゼ
グ
ェ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
を
財
産
貸
借
掛
照
表
時
他
を
成
果
貸
借
掛
照
乳

E
稀
し
、
前
者
は
財
産

の
計
算
を
目
的
と
し
、
後
者
は
期
間
的
成
果
を
計
算
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
例
へ
ば
、
バ
ッ

y
?
の

非
常
貸
借
封
照
表
と
正
常
貸
借
普
照
表
、
ジ
ュ
ア
l
v
y
バッ
A

の
静
的
貸
借
劃
照
表
と
動
的
貸
借
劃
照
表
と
の

匝
別
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
凶
勿
論
、
或
論
者
は
、
財
産
の
決
定
は
同
時
に
一
定
期
間
の
純
損
盆
の
決
定

彼
は
貸
借
劃
照
表
を
二
つ
に
分
ち
、

杉本秋男氏《貸借聖f照表水質観略奥}含計、錦28傘、第4焼、 130- 133頁、参照
Sch血 idt，a. a. O. S・73・ 5~ --Verme"lgensbilanz" 
Erfolgsbilanz. 己の詩は所謂損金計算表の強味に用ふる人もあるが、 ζLで
は損盆計算表を意味ずるものでない泊'b、引り混同は是非漣けねばならな¥(-0 
!;ewering， a. a. O. づ.1.
a. a. o.‘弓.2， Pnssow， ausserordentlicbe und ordentlicbe Bilanz， } 
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を
な
し
得
る
(
即
ち

p
t台
日
問
。
)
と
す
る
が
、
彼
は
そ
れ
に
反
劃
し
‘
甚
だ
皮
相
的
の
色
の
で
あ
り
、
或
特

定
の
場
合
を
除
い
て
は
、
ぞ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
蓋
し
、
雨
者
の
聞
に
は
次
の
如
き
重
要
な
る
差
異
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

純
財
産
が
同
額
を
維
持
し
、
或
は
撞
動
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
成
果
計
算
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
何
等
影

(3) (2) 

響
を
受
け
な
い
こ
と
。

評
慣
が
、
そ
の
目
的
の
相
違
す
る
に
雁
じ
で
原
則
を
異
に
す
る
。

計
算
的
項
目
の
存
在
の
有
無
及
び
そ
れ
を
慣
用
し
得
る
限
度
を
異
に
す
る
こ
と
。

印
ち
、
評
債
は
特
に
設
備
財
産
と
取
引
財
産
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
照
則
を
異
に
す
る
は
勿
論
、
ま
た
、
ぞ
の
目

的
が
財
産
の
決
定
か
、
或
は
期
間
的
成
果
の
決
定
か
に
よ
っ
て
、
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
算
的
項
目
は
、
期

間
的
成
果
の
決
定
に
は
概
ね
必
要
と
さ
れ
る
が
、
財
産
決
定
の
た
め
に
は
盟
十
し
も
記
載
寸
る
要
は
な
い
。
然
p
o

ぱ
.
財
産
計
算
と
成
果
計
算
と
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
。
成
果
計
算
、
正
確
に
言
へ
ば
、
期
間

的
成
果
を
正
し
く
算
定
す
る
こ
と
は
、
ジ
ュ
マ

l
v
ン
バ
ッ
A

の
設
〈
如
〈
、
ぞ
れ
は
企
業
の
経
済
性
の
測
定
に
あ

り
、
ぞ
の
経
済
性
の
麓
化
を
、
正
確
に
、

一
一
刻
も
早
〈
知
る
こ
と
は
経
替
の
方
向
を
示
し
、
経
比
百
方
針
を
樹
て
る

上
か
ら
も
、
ま
に
、
そ
の
他
諸
種
の
事
情
か
ら
必
要
左
せ
ら
れ
る
。
か
〉
る
要
求
の
た
め
に
、
期
間
的
成
果
の
正

確
な
る
算
定
が
重
要
で
あ
り
、
快
〈
可
か
ら
，
さ
る
も
の
と
な
る
。
而
し
て
、
斯
か
る
目
的
を
達
す
る
に
必
要
な
ゆ

手
段
は
、
支
出
と
肱
入
と
を
そ
れ
等
の
該
営
す
る
期
間
に
正
確
に
割
り
嘗
て
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
財
産
計
算

ぜ
グ
エ

1
リ

y
r
D
統
一
貸
借
甥
照
表
に
づ
い
て

第
三
十
五
巻

二
五
七

第
二
務

一O
丸

Schmalenbach， ¥ statische ì.!I姐 dyna皿i5C:':H~ Bilanz ~ 
a. a. O. S. 3 
a. a. O. S. 4 
a. a. O. S. 6. 
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ゼ
グ
エ

1
リ

y
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
ワ
い
て

第
三
十
荒
巻

第
二
競

一一

O

五
/¥. 

は
事
業
財
産
が
決
算
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
る
時
に
、
そ
れ
の
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。
勿

論
.
そ
れ
は
、
企
業
が
解
散
さ
れ
る
時
に
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
企
業
の
檎
績
中
に
も
必
要
と
さ
れ
る
。
毛
の

理
由
は
第
一
に
、
利
盆
の
賓
現
に
開
奥
し
た
事
業
財
産
と
利
盆
と
の
比
較
、
即
ち
、
牧
盆
率
の
算
定
の
重
要
な
る

一
要
素
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
負
債
額
と
純
財
産
額
と
の
関
係
が
特
に
債
権
者
に
劃
し
で
も
、
ま

た
、
企
業
自
身
に
謝
し
で
も
重
要
な
る
が
故
に
で
あ
る
。
斯
〈
て
、
財
産
計
算
も
、
成
果
計
算
も
全
く
快
く
を
得

な
い
も
の
で
あ
ち
、
従
っ
て
、
ぞ
の
両
者
に
謝
す
る
貸
借
劉
照
表
作
成
の
意
義
が
あ
り
、
何
れ
か
一
方
の
み
佐
官
一

5
2
3唱
ノ

、

1
6
t
'
男
、
台
、

I
r
h
'
i
，

E
b
h
K
4
1
k
、
担
ド
、
。

官
自
注

V
1
L
1也
4
f
J在
民
叫
h
y
斗

9
2
J
B
P
」
ー
と
い
H
け
ロ
オ
司
J
C
L

l

i

z

-

-

i

:

l

f

l

;

 

併
し
乍
ら
、
従
来
貸
借
封
照
表
は
何
れ
の
立
場
か
ら
.
作
成
さ
れ
る
と
と
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
特
に
、
そ

の
操
る
べ
き
原
則
を
示
す
も
の
と
し
て
、
商
法
規
定
及
び
簿
記
と
貸
借
劃
照
表
土
の
闘
係
が
皐
げ
ら
れ
る
。
卸
ち
、

従
来
、
濁
逸
商
法
第
四

O
保
及
び
第
二
六
一
一
保
等
に
基
い
て
、
ジ
モ
シ
、
メ
ッ
ソ
夕
、
プ
ィ
ッ
ジ
ャ

1
等
が
種
々

の
慣
値
論
を
設
い
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
そ
れ
ら
は
何
れ
も
触
陥
を
持
ち
、
而
も
、
法
律
規
定
は
評
債
に
劃
し
て
、

従
っ
て
、
上
蓮
の
貸
借
封
照
表
作
成
の
何
れ
の
立
場
を
選
ぶ
べ
き
か
に
劃
し
て
決
定
的
基
礎
を
典
へ
る
も
の
で
は

な
い
引
衣
に
簿
記
と
貸
借
封
照
表
と
の
闘
係
、
特
に
、
簿
記
側
か
ら
評
債
を
規
定
す
る
試
は
就
中
、
ブ
ィ
ッ

V
ヤ

ー
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
簿
記
と
貸
借
封
照
表
と
の
関
係
は
、
後
者
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な

〈
、
従
っ
て
、
そ
の
一
部
で
は
な
く
、
帳
簿
獲
高
は
直
ち
に
、
貸
借
劃
照
表
の
項
目
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

卸
ち
.
棚
卸
に
よ
る
修
正
を
要
し
、
簿
記
は
軍
に
記
載
の
組
織
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
貸
借
劃

a. a. O. S. 7-13・



照
表
は
簿
記
に
依
存
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
に
、
簿
記
の
側
か
ら
も
評
債
は
規
定
さ
れ
る
も
の
で
も
め

り
得
な
い
。

斯
く
し
て
、
法
律
上
か
ら
見
て
も
、
ま
た
簿
記
と
の
関
係
よ
り
し
て
も
、
上
越
の
立
場
の
何
れ
に
よ
っ
て
、
貸

借
費
照
表
は
作
成
さ
る
べ
き
か
は
決
定
さ
れ
得
な
い
。
と
同
時
に
、
南
者
は
全
く
濁
立
無
縁
の
も
の
で
も
な

t
、

否
、
却
っ
て
、
相
互
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
一
部
に
於
て
、
相
違
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
て
、
期
間

的
成
果
計
算
の
た
め
の
貸
借
艶
照
表
と
、
財
産
計
算
の
た
め
の
貸
借
掛
照
表
と
の
矛
局
、
剖
立
は
統
一
さ
れ
得
ぷ

で
あ
ら
号
し
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
そ
れ
ぞ
最
初
に
試
み
た
の
は

シ
ー
ミ
り
ト

すで
るめ
0 ・，
14) ";.:1 

会、。

、併

作:

V
H
A
Y
Z
1
1
y
ン
グ
叫
シ
ι

旬、:ト
mw
説
を
枇
引

L
W
ぞ
れ
は
触
駐
を
持
つ
も
の
と
し

τ排
舟

ミ
ッ
ト
設
に
到
す
る
彼
の
批
判
は
省
略
し
、

夫
、
ぎ
に
、
彼
の
試
を
、
剖
ち
彼
の
統
一
方

こ
〉
に
シ
ュ

法
に
つ
い
て
紹
介
し
ゃ
う
。

B 

複
合
的
相
劃
的
評
慣

彼
は
財
産
貸
借
劃
照
表
と
成
果
貸
借
封
照
表
と
を
統
一
綜
合
す
る
に
は
、
評
慣

の
方
面
か
ら
之
を
な
し
、
雨
者
に
封
す
る
評
債
の
相
違
よ
り
生
や
る
矛
盾
を
克
服
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
、
ぞ
れ

を
企
て
る
。

先
づ
、
彼
は
如
何
な
る
る
の
を
評
債
の
標
準
と
す
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
「
使
用
に
よ
っ
て
消
花
き
れ
な
い
設

備
財
或
は
取
引
財
は
貢
却
時
債
に
よ
る
を
よ
し
」
と
す
る
。
蓋
し
、
そ
れ
に
よ
る
時
は
財
産
計
算
は
も
と
よ
り
、

成
呆
計
算
を
も
完
金
に
な
し
得
る
も
の
で
あ
り
、

雨
者
は
完
全
に
融
合
せ
し
め
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
使
用

ぜ

V
Z
I
F
Y
グ
の
統
一
貸
借
謝
照
表
に
ワ
い
で

第
三
十
五
巻
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ぜ
か

z
l
p
y
グ
回
一
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

第

f企

二
六

O

に
よ
っ
て
消
耗
さ
れ
る
設
備
財
産
及
び
計
算
的
(
経
過
的
)
項
目
」
は
そ
れ
と
異
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
企
業

の
財
産
賦
態
を
顧
慮
し
た
る
評
債
に
よ
っ
て
、
補
完
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ば
、
何
故
に
貰
却
時
慣
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
中
、
ま
士
、
そ
の
貰
却
時
領
土
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら

う
か
。
「
貸
借
調
照
表
異
正
」
の
要
求
か
ら
「
真
正
債
値
」
が
標
準
と
な
る
と
佳
々
答
へ
ら
れ
る
が
、
ぞ
れ
は
「
賓
際

に
は
用
ひ
得
な
い
」
と
言
ふ
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
て
、
「
慣
値
は
人
間
に
よ
っ
て
初
め
て
物
に
附
興
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
而
も
、
憤
値
と
債
格
と
は
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
」
。
従
っ
て
、
ぞ
れ
を
貫
際
に
用
ふ
る
に
は

劃唱し
bu
難
院
が
め
る
L
L
寸
お
〈
引
も
、
州
国
値
し
し
伯
祐
と
は
一
致
す
る
も
山
中
比
む
く
、
成
立
山
I
u
悦
桃
仁
川
し
・

購
買
者
が
奥
へ
る
債
値
は
そ
れ
よ
り
高
〈
、
販
貰
者
の
興
へ
る
債
値
は
、
そ
れ
よ
り
低
い
。
何
故
な
ら
ば
、
然
ら
4
?

と
せ
ば
、
購
買
者
は
そ
れ
を
獲
得
せ
ん
v
と
す
る
も
の
で
な
く
、
販
貰
者
は
ぞ
れ
を
貰
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
換
言
す

れ
ば
、
債
格
は
雨
営
事
者
に
よ
り
、
数
字
に
見
積
ら
れ
た
主
観
的
債
僅
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

か
う
る
債
格
は
、
需
給
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
所
の
締
結
さ
れ
た
取
引
の
線
計
に
よ
っ
て
、
市
場
債
格
或
は
取
引

所
債
格
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
而
も
、
こ
れ
こ
そ
、
五
日
々
の
評
債
仁
封
し
、
最
も
有
効
且
つ
遁
正
な
る
標
準
を

典
ふ
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
、
勿
論
.
、
炉
、
〉
る
市
場
債
格
も
、
如
何
な
る
時
及
び
場
所
の
そ
れ
ぞ
選
ぶ
ペ
き
か
に

難
酷
が
あ
り
、
ま
た
、
す
べ
て
の
同
種
の
財
に
通
用
さ
れ
得
る
か
否
か
も
問
題
で
あ
っ
て
、
会
〈
理
想
的
の
も
の

と
は
言
へ
な
い
が
、
併
し
、
何
等
結
調
的
に
完
全
な
る
標
準
が
な
い
な
ら
ば
、
最
も
可
能
に
し
て
、
完
全
に
近
い

も
の
を
蓮
ぷ
必
要
が
あ
り
・
か
〈
て
、
評
債
の
標
準
と
し
て
、
市
場
債
格
或
は
取
引
所
債
格
が
用
ひ
ら
る
べ
き
で

'7) wahre Wert. 
18) a. u. O. S. 45. 



ゐ
る
。
而
も
.
法
律
家
及
び
商
人
炉
主
と
し
て
要
求
す
る
企
業
の
財
産
状
態
如
何
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
れ
が
最

過
の
も
の
で
あ
る
と
彼
は
信
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
評
債
基
準
を
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
主
要
な
る
貸
借
掛
照
表
項
目
に
そ
れ
を
趨
用
し
、
ぞ
の

統
一
方
法
を
述
べ
て
ゐ
る
。

便
耗
せ
ら
れ
ざ
る
設
備
動

れ
な
い
設
備
財
で
あ
る
。
従
来
、
土
地
の
評
債
は
購
入
債
格
伝
基
礎
と
し
、
購
入
の
際
に
要
し
た
者
一
周
な
ぞ
れ
に

附
加
し
た
も
の
に
よ
る
営
通
例
と
す
る
。
併
し
乍
ら
、
購
入
慣
格
に
よ
る
と
き
は
成
果
計
算
に
劃
し
て
は
、
不
都

こ
れ
の
最
適
な
る
例
は
土
地
で
あ
っ
て
、
印
ち
、
使
用
に
よ
っ
て
消
耗
さ

合
は
な
い
が
、
併
し
、
財
産
を
正
確
に
計
算
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
十
日
Y
、
幸
に
土
地
は
、
急
激
な
債
格
麓
動

を
し
な
い
か
ら
、
購
入
債
格
を
用
ひ
て
も
さ
し
て
不
都
合
で
は
な
い
と
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。

斯
〈
の
如
〈
、
通
常
購
入
債
格
に
よ
る
の
は
、
損
盆
計
算
を
完
全
な
ら
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
而
色
、
そ
の
債

格
麗
動
を
顧
慮
し
得
な
か
っ
七
の
は
、
貸
借
劃
照
表
に
記
載
さ
れ
に
る
盤
動
債
格
を
直
接
損
盆
勘
定
に
導
入
し
七

か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
き
へ
解
決
さ
れ
う
ぱ
、
正
確
な
る
財
産
の
計
算
は
も
と
よ
り
、
損
益
の
算
定
も
可
能
と
な

る
。
新
〈
て
、
彼
は
債
値
修
正
項
目
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
は
救
は
れ
る
と
考
へ
る
。
郎
ち
債
格
襲
動

に
よ
る
騰
貴
、
印
ち
未
だ
向
ほ
、
貰
現
さ
れ
ま
る
損
盆
は
、
債
値
修
正
項
目
と
し
て
貸
借
掛
照
表
の
一
貸
方
に
記
載

し
て
、
財
産
の
正
確
な
る
算
定
並
に
期
間
的
成
果
の
決
定
を
可
能
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

債
格
の
騰
落
部
分
は
そ
の
財
産
が
販
買
さ
れ
ざ
る
限
り
、
損
盆
と
し
て
は
貫
現
し
な
い
が
、
寅
却
さ
れ
た
時
に

ぜ
ず
エ

1
p
y
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
づ
い
て

第
三
十
五
巻
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ぜ
ず
エ

l
p
y
グ
の
統
一
貸
借
謝
照
表
に
つ
い
て

は
、
鮭
笹
損
益
で
は
な
く
と
も
、
企
業
の
損
盆
で
あ
る

こ
と
に
は
疑
の
齢
地
が
な
い
。
而
し
て
、
か
冶
る
債
格

の
獲
動
に
よ
り
て
生
じ
た
差
額
は
、
ぞ
れ
が
向
ほ
買
現

さ
れ
a

き
る
限
り
、
資
本
勘
定
或
は
準
備
金
勘
定
に
記
載

せ
子
、
債
値
修
正
勘
定
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

表
現
す
る
を
よ
し
と
す
る
。
蓋
し
、
土
地
が
曹
.
却
3
れ

て
、
損
盆
が
貫
現
し
に
時
に
、
直
ち
に
分
離
し
て
、
担

盆
勘
定
に
容
易
に
導
き
得
る
か
ら
で
あ
る
。
今
‘
債
格

描
理
動
が
考
慮
せ
ら
れ
、
ぞ
れ
が
寅
却
せ
ら
れ
る
時
の
記

入
手
績
の
一
例
と
し
て
、
最
近
の
貸
借
掛
照
表
慣
格
と

責
却
債
格
と
が
相
違
せ
る
時
、
特
に
前
者
よ
り
後
者
の

方
が
大
な
る
場
合
k
k
っ
て
、
彼
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、

究
の
如
く
で
あ
る
。

購

入

債

格

(

購

入

費

用

を

含

む

)

五

O
、0
0
O
M

最
近
の
貸
借
針
照
表
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
債
格
・
・
六

O
、
0
0
0

賓
却
債
格
:
:
:
・
:
:
・
:
:
・
:
・
:
・
六
二
、

0
0
0

第
三
十
五
巻

一一六

第
二
披

四

今

そ
の
仕
課
並

勘
定
形
式
を
万三

せ
ぱ21) 

M G2，000 銀行勘定/土地l勘定

10，000 僚値修正勘定/土地勘定

12，000 土地勘定/損盆勘定

土地勘定 食方方借

62，000 銀行勘定6月15日60，000 決算定高勘定1月1日

10，000 岱'1i瓦修正勘定12，000. I 6/15 f員主主勘定12/31 

72，000 

決r，t残高勘定 10，000 

72，000 

慣値修正勘定

ヱ旦[1/1土地勘定6/15 

12，000 土地勘定[12/31 

紙面の都合で、そのーのみを

彼が愚遁なりとするものの

被は三ワの可能なる場合を例示してゐるが、
著書げるoa. a. υs. 50-53 
この場舎にも、三つの可能なる方法があるが、
みをこ与に示す。

20) 

2I) 



2 

取
引
財

こ
〉
に
き
ロ
ふ
取
引
財
L
」
は
、
轄
賓
の
目
的
の
た
め
に
購
入
さ
れ
、
或
は
生
産
さ
れ
た
財
貨
の

綿
稀
で
あ
る
。
従
来
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
概
ね
、
購
入
債
格
或
は
生
産
債
格
を
以
て
し
、
購
入
債
格
に
よ
る
と
き

は
、
ぞ
れ
に
附
随
す
る
直
接
の
費
用
が
加
へ
ら
れ
る
の
を
通
常
と
す
る
。
併
し
乍
ら
、
か
〉
る
評
債
に
よ
る
こ
左

は
、
会
〈
成
果
計
算
を
掛
〈
主
張
す
る
・
ち
の
で
あ
っ
て
、
財
産
計
算
は
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
、
企
業

が
織
績
す
る
限
り
、
重
要
な
の
は
成
果
計
算
で
あ
っ
て
、
財
産
計
算
で
は
な
い
と
言
ふ
認
識
の
下
に
出
費
す
る
も

の
で
あ
る
。
然
る
に
.
決
算
日
に
於
け
る
寅
却
慣
格
が
購
入
信
格
よ
り
は
慌
い
時
に
は
、
逆
に
寅
却
債
格
に
よ
り
、

直
ち
に
損
失
と
し
て
計
上
す
る
の
台
市
と
す
る
。
こ
れ
、
商
人
が
牌
来
に
於
け
る
企
業
の
確
貰
ぞ
期
す
る
た
め
に

は
、
官
然
の
事
と
考
へ
る
に
よ
る
。
従
っ
て
、
取
引
財
の
債
格
が
騰
貴
せ
る
場
合
は
動
的
原
則
に
、
債
格
低
落
の

場
合
に
は
静
的
原
則
に
譲
る
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

而
し
て
、
彼
は
、
取
引
財
に
於
て
色
、
成
果
計
算
と
財
産
計
算
を
同
時
に
充
す
ゃ
う
評
慣
し
て
貸
借
封
照
表
を

作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
方
法
色
大
韓
前
記
土
地
の
場
合
の
加
〈
、
貰
却
時
慣
に
よ
り
、
慣
値
修
正
勘
定

を
設
く
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
取
引
財
の
性
質
上
若
干
複
雑
な
る
手
槙
を
要
す
る
。
今
、
販
寅
債
格
が
購
入
債
格

或
は
生
産
債
格
よ
り
高
い
場
合
を
と
っ
て
、
そ
の
手
績
を
示
せ
ば
、
年
度
末
に
於
い
て
は
、
そ
の
差
額
(
版
資
慣
格

と
購
入
債
格
と
の
差
額
)

を
商
品
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
と
共
に
、
値
僅
修
正
勘
定
の
貸
方
に
記
入
す
る
こ
と
を
以

て
、
成
果
は
正
確
に
計
算
せ
ら
れ
得
る
が
、
問
題
は
夏
に
究
年
度
に
於
け
る
記
帳
方
法
に
あ
る
。
販
責
債
格
に
よ

っ
て
記
入
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
偉
次
年
度
に
繰
越
す
な
ら
ば
、
夫
年
度
末
の
成
果
計
算
は
正
確
を
期
し
得
な
い
。

ぜ
ず
エ

E
P
Y
グ
回
一
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

第
二
時
抗

王L

第
三
十
五
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ぜ
ず
且

I
P
Y
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

而
し
て
.
貸
借
封
照
表
は
一
の
瞬
間
像

で
あ
り
、
ぞ
れ
に
封
し
て
の
み
販
責
債

格
で
の
記
入
が
要
求
さ
れ
る
が
、
併
し
、

そ
の
目
的
が
達
成
せ
ら
れ
た
以
上
、
あ
J

〈
ま
で
閉
じ
原
則
営
守
る
必
要
は
な

ぃ
。
印
ち
上
越
の
債
値
修
正
は
次
年
度

ド
劃
し
て
は
意
叫
怖
を
持
穴
な
い
か
ら
、

究
年
度
の
決
算
が
行
は
れ
る
前
に
は
、

そ
れ
は
消
去
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

た
だ
手
績
主
の
正
確
を
期
す
る
た
め

に
、
衣
年
度
始
め
に
除
去
す
る
を
可
と

す
る
。
究
に
簡
軍
な
る
例
題
に
よ
っ
て

そ
の
手
璃
ぞ
例
示
し
ゃ
う
。

商
品
勘
定
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
額

借
方
:
・
・
:
:
:
一
五

O
、
O
O
O
M

貸
方
・
・
:
・
:
一
=
一
玉
、
0
0
0

第
三
十
五
巻

二
六
四

商
品
竣
高
D
購
入
債
格

:
:
j
i
-
-目
E

・E
・
-
二
四
、
0
0
0

同
上
決
算
日
に
於
け
る
販
貰
債
格
:
・
:
・
・
ニ
七
、
0
0
0

27，000 
3，000 
3，000 
D，OOO 

年度末

決算痩高勘定/商品勘定、商品在高の糟記

商品勘定/領値修正勘定、商品の超過債値の事事;己

領値修正勘定/決算浅高勘定，、商品の超過領値の時記

商品勘定/担金勘定、商品よ P生じたる純利盆の車車記

a) 

商品勘定

150.000 I 

3，000 i 12/31 決算残高勘定

Jfit-/一
決算堤高勘i

27，OQO i 12/31 

27，000 
3，000 
3，00。

さ元年度初め

商品勘定/決算嘆高勘定、商品在高D事事記

決算残高勘定/債{直修正勘定、商品目超過債値の特記l

債値修正勘定/商品勘定、商品の超過債値の縛;:11

年度末

方

b) 

鉛

借 貸方

13o，OOO 

27，000 

日諸口

債値修正勘定

損金勘定

諸

12/31 

12/31 

162，000 
第

君主

3，000 侭値修正勘定商品勘定12/31 
一
一
六

b) 次年度初め

商品勘定
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5 

清
耗
財
と
使
用
財

消
耗
財
と
は
、
七
円
一
回
限
り
の
使
用
に
よ
っ
て
、
消
耗
し
壷
く
さ
れ
る
・
も
の
を

稿
し
、
使
用
財
と
は
一
回
の
使
用
に
よ
っ
て
、
完
全
に
消
耗
し
壷
く
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
漸
次
徐
々
に
、
消

耗
ぎ
れ
て
行
く
財
産
部
分
を
綿
稗
す
る
も
の
で
、
前
者
の
通
例
と
し
て
は
、
石
山
訳
、
機
械
油
の
如
き
・
も
の
、
後
者

に
は
建
物
、
機
械
其
他
の
設
備
財
産
が
属
す
る
。

こ
れ
等
の
財
に
閲
し
て
も
、
彼
は
上
過
の
雨
原
則
を
統
一
せ
ん
と
試
ふ
り
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
仁
、
減
憤
鉛

却
の
基
準
と
な
る
慣
値
に
つ
い
て
の
彼
の
所
見
を
略
遮
し
て
置
か
う
。

戦
前
ま
で
は
、
概
ね
購
入
慣
格
に
よ
る
を

最
も
正
し
け

ιし
に
。
併
し
乍
ら
、
職
後
の
イ

γ
y
M
l
y
引

い
J

山
町
什
ハ
ド
刑
執
お
れ

t
b
隣
人
伯
和
に
配
到
し
、
再

調
達
債
格
に
よ
る
べ
し
と
強
〈
主
張
す
る
も
の
が
生
じ
た
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、

ジ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ゲ
M
F

ド
マ

ッ
へ

Y
で
あ
る
。
併
し
、
ぞ
の
後
貨
幣
債
値
が
稿
1
安
定
す
る
に
至
っ
て
、
再
び
購
入
債
格
を
標
準
と
す
べ
し
と

す
る
主
張
が
唱
へ
ら
れ
、
南
者
の
聞
に
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
賭
に
闘
し
、
ゼ
グ
ェ

1
y
ン
グ
は
シ
ユ
ミ
、
ッ
ト

等
の
効
績
は
認
め
る
が
、
併
し
、
彼
等
も
亦
誤
謬

ee犯
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
減
債
錨
却
は
購
入
債
格
に
よ
る

が
正
し
く
、

t
r貨
幣
債
値
の
襲
動
を
顧
慮
す
れ
ば
足
る
色
の
と
す
る
。
而
し
て
、
貨
幣
債
値
の
盤
動
を
顧
慮
せ

る
購
入
債
格
と
再
調
建
債
格
と
は
全
く
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
峻
別
3
る
べ
き
・
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
等
は

そ
の
勤
を
明
か
に
見
落
し
て
ゐ
る
。
勿
論
購
入
債
格
を
基
準
と
し
、
そ
れ
に
貨
幣
債
値
の
盤
動
を
顧
慮
す
る
こ
と

は
、
理
論
上
最
も
正
蛍
で
あ
る
が
、
併
し
買
際
上
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
宵
ほ
、
指
敷
、
特
に
一
般
貨
幣

債
値
指
数
も
特
殊
指
数
も
そ
れ
ぞ
利
用
す
る
に
は
あ
ま
り
に
不
完
全
で
あ
り
、
不
通
嘗
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
結

ぜ
ず
』

1
9
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
ヲ
い
で

第
三
十
五
巻

第
二
披

七

二
六
五

Verbral1ch.s. und ALmutzungsgutcr， a. a. O. S，. OI--7;?，，' 26) 



ゼ
グ
L
1
p
y
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

局
賓
際
上
の
結
果
は
、
再
調
達
債
格
に

よ
る
も
の
と
一
致
す
る
で
あ
ら
う
が
、

理
論
上
は
著
し
く
相
違
す
る
ハ
而
じ
て
、

最
も
正
し
い
理
論
が
選
ぱ
る
可
き
で
、

賢
際
上
の
可
能
、
不
可
能
の
問
題
と
は

直
別
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
〈
。

付
い
消
花
畑
こ
の
唾
引
材
に
於
、

て
色
、
前
越
し
七
所
と
同
様
の
原
則
に

よ
り
、
販
貰
債
格
に
よ
り
て
評
債
し
、

債
値
修
正
勘
定
ぞ
設
け
て
、
そ
れ
を
修

正
す
忍
。
併
し
乍
ら
、
質
際
上
は
獲
ロ
仰

の
量
と
そ
の
債
格
並
に
企
業
の
大
い
さ

に
よ
っ
て
、
販
貰
債
格
に
よ
る
と
き
は
、

無
用
の
勢
力
を
浪
費
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
鮎
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
理
論
上
は
営
然
上
通
し
た

加
さ
原
則
に
よ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

メ』
i 

同決石 、
上管雲そ
賓記購の
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債け債.
格る格 Jう
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ロ

〈
不
可
能
で
き
へ
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
責
却
債
格
に
よ
る
方
法
を
原
則
上
諦
め
る
。
こ
の
場
合
に
は
所
謂
相
罰

的
評
価

7
用
ひ
る

ωが
最
も
正
し
い
。
邸
ち
、
販
買
が
目
的
で
は
な
く
、
漸
究
生
産
物
に
轄
化
し
、
販
責
代
償
に

使
用
財

こ
れ
に
於
て
は
、
責
却
が
目
的
で
な
い
の
と
、
買
却
債
格
の
決
定
が
困
難
、
否
、
時
に
は
全

合
ま
れ
て
、
企
業
に
復
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
喪
用
割
営
て
の
立
場
か
ら
行
は
る
べ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
れ
に
於
て
は
、
購
入
債
格
が
基
本
を
な
し
、
そ
れ
か
ら
減
債
鏑
却
高
セ
控
除
し
に
も
の
が
記
入

せ
ら
れ
る
。
但
し
.
種
々
の
事
情
か
ら
.
従
前
の
滅
債
錆
却
嘩
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た

S
の
に
比
し
、
事
質
・
ト
し
種

々
の
原
悶
か
ら
寄
命
の
低
械
を
生
じ
た
時
に
は
、
債
値
修
正
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
、
評
債
を
企
業
の
財
産
航
歯
如
何
に
慌
は
ら
し
め
名
も
の
で
め
る
か
ら
、
企
業
が
融
合
引
『
み
れ
ば
v

賦
mm

計
算
の
原
則
を
無
制
限
に
是
認
し
て
も
よ

t
、
企
業
が
危
険
な
時
に
は
、
財
産
の
算
定
が
特
に
必
要
と
な
り
、
静

的
原
則
が
強
〈
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

4

計
算
的
世
借
掛
照
表
項
目
計
算
的
項
目
或
は
経
過
的
項
目
は
正
し
い
成
果
計
算
を
な
さ
ん
が
た
め
に

設
け
ら
れ
る
も
の
で
.
営
舎
計
年
度
に
支
出
は
生
じ
に
炉
、
ぞ
れ
は
こ
の
年
度
に
負
携
せ
し
む
ペ
き
も
の
で
な
い

も
の
と
か
、
或
は
、
営
年
度
に
牧
入
さ
る
べ
き
も
の
が
、
未
だ
肯
ほ
牧
入
き
れ
な
い
が
如
き
場
合
に
、
そ
れ
を
整

理
計
算
し
て
、
正
し
い
成
果
を
算
出
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
之
を
闇
明
な
ら
し
め
た
の
は
、
ジ
ュ
了
1

v
y
バ
ッ

A

で
あ
っ
て
、
彼
の
効
績
は
ま
に
偉
大
で
あ
る
。

か
冶
る
項
目
は
、
上
越
せ
る
如
〈
、
成
果
計
算
の
正
確
を
期
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ぱ
、
財
産
計

ぜ
ず
ェ
ー
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
醤
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

第
二
競

二
六
七

一
一
九

relative Bewertung 
Rechnungsmassige oder trans.itorische ]引l:wzposten.a. :1. O. S. 73-74目
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通常の評慣によるもの

借方

a) 

ゼ
ず

z
l
p
y
グ
申
統
一
貸
借
艶
照
表
に
う
い
て

)I~~ 貸方

設立資沖:…ーー ー…・ー 一・ー ー.M300，000 
準 備金・・・・・日目・・市川……・・ …-・ 60，000 
祉 保ト・・・・・・田 ・・・・・・・・…目… 50，000 
債権者制定・ ・・・・・・ ・・田……-・ 70，000
引受手形........................…・ 18，000

;利 ~ii~:: …..... …・・・ 田・・…・ 58，000 

556，000 

照

土 地一・ー…ーーーー.........M 80，000 
工場建物h ・・…… 30，000
管理建物……・・ 20，000
現金在高ー........... 2，500 

銀行預金……… 6，000 
中央銀行頚金・.... 8，000 
振替郵便貯金…… 500 

商品在高…-…・・・180，000
原 料・…・・・・・ 90，000 270，000 
債務者勘定・……・…ー・・・・・・・ 64，000 
手 形・・…・・・・・……・・ ・・ 12，000 
機械...…… 40，000
器具...…... 5，000 45，000 
運主主具・・・・……・…..， ~...・ H ・ 8 ，000

什器.........・H ・......……… 10，000

556，000 

聖雪借

50，000 

17，000 

貸

複合的評慣によるも巴
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算
の
目
的
に
劃
し
て
は
、
そ
れ
は
如
何
に
取
扱
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
借
方
側
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は
、
企
業

の
前
給
付
で
あ
る
。
而
し
て
、
企
業
が
存
績
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
限
b
、
そ
し
て
、
衣
年
度
仁
於
て
営
然
支

出
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
限
り
、
財
産
(
〉
E
2
5
)
で
あ
h
得
る
。
従
っ
て
、
保
件
的
な
る
財
産
部
分
で
あ
る
。

ま
に
、
貸
方
に
あ
る
項
目
は
、
債
務
と
見
倣
さ
れ
符
る
。
に
だ
、
例
外
の
場
合
も
あ
り
、
ま
た
傑
件
的
債
務
の
こ

と
も
あ
る
。

以
上
の
加
さ
理
由
の
下
じ
.
被
は
、
こ
れ
等
の
項
目
は
何
等
財
産
計
算
を
妨
げ
芯
も
の
で
は
な
〈
、
従
っ
て
、

日
何
百
れ
川
い
厄
ノ
同
也

J
J
b
η
J
r
hり
5
L
1
9
5
0

…日

v
rん
E
ト

F
f
↑
m

ノ

1
1
4
1
d

〆
Lh

切

一

〈

a

-

i

l

5 

統
-
貸
借
劃
照
衰
の
例

上
越
し
た
方
法
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
に
貸
借
封
照
表
と
通
官
の
方
法
に
よ
る

貸
借
調
照
表
と
の
相
達
、
特
徴
を
見
る
た
め
に
、
そ
の
雨
者
を
併
せ
示
せ
ば
前
頁
の
加
〈
で
あ
る
。
而
し
て
前
者

の
特
徴
は
貰
却
時
債
に
で
評
債
し
、
債
値
修
正
勘
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産
計
算
と
期
間
的
成
果
計
算

と
を
同
時
に
達
成
し
得
に
も
の
と
す
る
黙
で
あ
る
。

ぜ
ず
エ

I

F

Y
グ
四
一
統
一
貸
借
謝
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

二
六
九

第
三
盛
田

a. a. O. S. 75-80. 29) 


